
資料３  

廃プラスチック類のリサイクル 

 

１ 環境負荷(ＣＯ２排出量)の比較 
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２ 容器包装プラスチック類の再資源化率 
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（２）ケミカルリサイクル 
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参考：再商品化手法毎のプラスチック製品への再資源化率 

 

 

 

３ 荒川区で容器包装プラスチック類を資源回収する場合の算定経費(試算) 

● 平成２１年度のごみ量を基に、２２年度に実施したごみ排出源単位調査結果の組成

割合と分別協力率を６０％と仮定し、想定回収量を算出し、収集運搬経費と再商品

化経費を試算した。 

・年間想定総経費  約３億６千万円 

 

・１トンあたりの経費 

容器包装プラスチック類 約１３４，７００円 

(参考)ごみ処理経費   約 ６３，６００円 

(参考)資源の経費    約 ３１，０００円 

 3



【参考】 

 

 

【出典・出所・参考資料・ホームページ】 

● 環境省ホームページ 

● 日本容器包装リサイクル協会ニュース№５０（日本容器包装リサイクル協会発行） 
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